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大連警院外科~長瞥撃博士 f~ 本 彰 i畠
私は昨年京都府立苦手l大撃の横田教授と一緒に，印度i芋をilり，伊大利を経て，澗乙へ








御承知の様l乙， ~3ij乙の谷大都市には大低大壌があるので，それには各科の Klinik が具
はって居ます。 しかし地かにfiくと市立の病院が大弓［の I<liniklと友って居ます。例へば
BerlinのCbarite,Langen beck, J lei<lelb巴rgの I-川 hγ／川Jの Klinik,¥I i.inchenの外門司；は大感
直属の病院で卸ち［胡了；：ですが，他の有I市ではト＇ tic!Liscl1es-Kran kenhausの Klinikが大t裂の
Klinikで大墜の先生方がそとで仕事をします。 だから，訪ねて行〈時にも，大撃のKlinik
と尋ねても解ら友いととがあります。例へば Frankfurta. J¥T., ¥'irzburgでの時に Hotel
あたりで Univcrsitiits-Klinikと尋ねるとしUniversitatはあそとだ「と言はれて病院と全然
反劃の方向にある Uni1・er>it江tIC奈内せられるととがあり ます，叉＼＼’泊rzburgの Statisches
Krankenhausのやうl亡特別の名がある事があります，そしてそれが大・製の Klinik友ので・すo
¥'lirzburgのは LuitpoldKr an kenh::i.usといひます。スヰスでも名がちがって χ泊richでは
Kantonspital, Ber nでは Inselspilalと言ひます。
さて調乙の外f’！の大家で大与tのKlinikの先生j主を考へてみますと Berlinではん：nucrl101cl1,
L’ir•”， Erm·／，川1·rlI, H ei<lel berg の f~＇nrlrdc11 , Tubing巳nの ／｛i1・:<cl/1er, '.¥I inchenの f.c.rel',
FrankfurtのScltmierlcn,Haleの I'if/.-r-1＇， わvickauの lJm.11, Breslauの ／1'i.llucr,Forster 
等が代表的の人々であらうと忠ひます， Kit！の ＿In此hutz,K正ilnの JI内IH"I'
l、~； ，，；！／ 守r も一流の人々で．あ り ます。 （との tlな 1最L 、先生方を呼り・すでにするのは失鵡であ

































:;11 [l 本外科 究幽犯］｛）巻第 l 就
J,1：－るといふ様友揚合に彼は例の如〈熱心に手術をしますが腰湯をとってしまふと雨手を聞

















凌ぐ賄があるかも知れません3 店、ふ！ととの人が 8,Jl(I'/b川口んを助けて行くので ，＇）uuerbruch
の教室が今日の活気と充寅を示して居るのでありませう。
F欠き1こb’ic1・であり ます，との人は－，ljい有名友人で・ Langenl>eck州院の外科のChefであ
ります，臨床講義の時たけ Op~ration をし，誹干去を しながら円析を してゐますが大賢園滑



















合K r~r 々上手にその念、を救ひます。 （笑聾起る）。乙の Oberarztは中々シツカリしてゐて
よく皆員のやることを監督し世話してゐました。従って醤員の中にはイriJでもとの人lとたよ
り気味の他力主義者もありました。此底の手術揚は狭くて，粗米で，大事の手術揚とは忠
へません。或る時 Hirntumorの手術を見ましたが，その時 Tumorはとれを Diatliermic『
messerでけ歩りとるやうにして少しづ Lとってゆきました。此の時，助手が Galbanotbermo-
meterで時々その Tumorのとれてゆく部分の温l主を計ります。他の手には紙を持ってゐま
したがそれには，種々な Hirntumorの温度， Hirnの諸所の温度が記されて， Kurveにし
であるので・す。 ~p ち寛測した温度をとの曲線l'C ｝照合してl具して’fumorm>tssc はすでに全然
とれたか否かを検費しながら手術を準めてゐたので、あります。








名友のは 1M ド f ツだけのととで北ド f ツで・はイ11J といワても Biel' が第一人者だと I ＼•って J;1i
まし7ζ。
Heidelbergは京都の儀な感じのする鹿で NeckarMがlJの中を流れてゐて， H汀の向側l乙




::02 日本外科貧曲第 10巻第 1 披














t京都外科集談曾昭和行年 1:2月例曾 J でいはれた如〈，ことは踊知山と言ふ感じのするlf























府ました。 患者の位置は常に 20。の Beckenhocl1bgcrungにして， 腰椎 I-1I聞で先づ脊
































Fmnkfort a. !¥I.のルIi川c必ιは理路柊然たる誹義をするので有名君主人で・あ ります。その
ととの Klinikln~る；患者の種類は少し偏ってゐて嬬lこ大鑓j翠iの草生が集まって31さまずJ
骨折が大もさ多 く集まってます。なぜだか私には解りませんが，第1にその土地が商業地で








































































ととの病院は宗教的色彩の:JI叶，に濃い所亡者誰婦はみん¥'C1rzhu1・g I 主 iii ＇ 、 ；？~ ：：n都市一ε ，
こ乙でも3ユく は骨折で，なカトリックの尼さんの様な服装をして，大鎚静かεありました。
それは日本にある古linl／川Ii＇.／ は一種の骨抜合器を技’•,t して川ひてゐま した。Chefで・ある





:o:; ~ ·~ 雑科外主E1濁松本
話ししませう。
Berlinに Virchow-Krankenhaus と ~ j"ふのがあ ります。大きさ設備に於L 、て他の市立病院
J[i叫ん川Ill,よりすぐれて居ます。建物は京大のそれと全〈同様で・卒家です。外来lの先生は










pa thologisch:; には-Krankenhaus 
















































.:01; H ＊外科資曲第 11巻第 l 披
かねて考へて屑りましたが調逸で・その賓在を目撃しまして，ことに羨しいととに存じまし
























室からはなれるのが慰問との縁の切れ目と ： fふ様iζ考へ歩K，教室にあった間IL! ；~·はれた
感問的良心と興味とをし、つまでも打ちすですコIC，任地任地で、己JLの摩・の殿堂を建設するこ
とに努力するのが異質であります。
つまらぬととを永々と述ぺましたが，和、が調i畠の外手：lを少しばかり見て感じたとと共を
簡'.IP.IL~事ぺ？と次第であります。（拍子） 。
（以上ノ、松本博士ガ8月山日匝xd'lIヨリ蹄朝サレ， 9月初日京大柴友曾館ニ於クJレ京都外科
集談曾ノ席上ーテ鵠サレタ Jレ講演テ下記セ Jl.モノニシテ．文責ノ、凡テ編輯者ニアリ。）
